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別海の港にも春が来ました 
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海ひと夢 
全国漁業協同組合連合会　常務理事　長屋 信博さん 
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こんにちは久美子で～す 
別海漁協 　福原 秀則さん  ご家族 

表紙の写真は、別海漁協の福原 秀則さんご家族です。 
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海海海 夢夢ひとひとひと

1

海海 夢夢ひとひとひと海 夢ひと

　３月11日、我が国を襲った

東北地方太平洋沖地震と大津

波により亡くなられた方々の

ご冥福をお祈り申し上げます

とともに、被害を受けられた方々

に対し、心よりお見舞い申し

上げます。

　震災直後に「ＪＦグループ

東北地方太平洋沖地震漁業・

漁村災害・復興対策本部」を

立ち上げ、一日も早い復興に

向けＪＦグループ総力を挙げ

た取り組みを始めました。被

災地の浜からは、「海は生き

ている、沈んだ船やガレキを

どけて、海に行けるようにし

て欲しい、早く船が手に入る

ようにして欲しい」という切

実な声が上がっています。漁

村の被災者の生活救済は、漁

業を再開することです。一人

でも多くの漁業者が漁業を継

続し、水産物の安定供給とい

う使命を果たせるよう、緊急

かつ特別な政策と予算編成を

求めています。

　４月４日、政府は福島第一

原発施設内の放射能汚染水を、

私たち漁業関係者に何の相談

もなく大量に放水することを

決定し実行しました。私たち

は東京電力の関係者に対し、

放射能汚染水の海への流出を

行わないよう、再三にわたり

強く申入れてきましたが、今

回の事態となり強い憤りを覚

えています。このような重大

な事態を引き起こした、国と

東京電力の責任追及はもちろ

んのこと、日本の漁業が将来

にわたり続けられるよう、今

回の放射能汚染によるあらゆ

る問題への対応、関係者の被

る全ての被害に対する補償を、

国と東京電力の責任において

実施することを求めています。

　私は折に触れて、北海道の

ニシンやマツカワの資源回復

の話をします。種苗放流数を

増やして漁業者自身が資源管

理をしっかり行い、藻場・干

潟など海の環境を整備するこ

とで資源が復活してきた良い

例です。これはただ漁獲を制

限するだけの管理では資源は

戻らず、人が手をかけ育てる「里

海」の大切さを物語っています。

私が育った東京の下町は小さ

な漁村でしたが、魚屋さんが

旬の魚や食べ方を教えてくれ

ました。里海からの魚を魚屋

さんが教えてくれる、そんな

日が来ることを心待ちにして

います。

 私は全漁連で長く漁政の仕

事に携わり、水産基本法制定

や隣国との漁業問題の解決な

どに関わってきました。これ

からも未曾有の震災被害に苦

しむ浜の復興に向け、浜の声、

浜の願いが国政に反映するよ

う全精力を傾ける所存です。

大震災からの復興に向け
総力を挙げて取組んでいます

「里海」を育て
　　　　「魚屋」を復活

長屋　信博さん
全国漁業協同組合連合会

常務理事

被災した浜の復興に向け全精力を傾けます

放射能汚染水放水に対し
  強い憤りを覚えています



ぎょれん  西副会長 

　今回も先月に引き続き、ぎょれん西副会長に、
平成23年度事業計画について伺っています。
販購買事業を中心にご紹介します。 
 なお、3月11日に発生した東北地方太平洋
沖地震による被害や、福島第一原発の動静
如何により、今後の水産物生産・加工・流通
が大きく影響を受けるため、今年度のぎょれん
の事業計画は、見直しをする可能性があります。 

販
売
事
業

販
売
事
業
に
つ
い
て 

販
売
事
業
に
つ
い
て 

  　
世
界
的
な
水
産
物
需
要
の
増
大
に
よ
り
、
急
激
な

円
高
下
に
お
い
て
も
輸
出
が
堅
調
に
推
移
す
る
一
方

で
、
国
内
市
場
は
デ
フ
レ
に
よ
る
消
費
低
迷
・
低
価

格
志
向
が
続
き
、
二
極
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
は
中
期
的
視
点
に
立
っ
て
、
基
本

と
な
る
国
内
消
費
の
安
定
確
保
と
併
せ
、
海
外
輸
出

機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
の
需
給
動

向
を
見
極
め
た
中
で
の
道
産
水
産
物
の
魚
価
・
流
通

安
定
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 １
．
市
場
・
鮮
魚
事
業
 

　
産
地
買
受
人
な
ら
び
に
消
費
地
荷
受
の
買
付
け
機

能
の
低
下
に
加
え
、
デ
フ
レ
に
よ
る
需
要
低
迷
、
低

価
格
競
争
が
激
化
す
る
な
か
、
更
な
る
魚
価
対
策
と

し
て
の
処
理
・
流
通
対
策
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
中
期
的
視
点
に
立

ち
、
浜
と
一
体
と
な
っ
た
付
加
価
値
鮮
魚
販
売
を
推

進
す
る
な
ど
、
一
般
魚
種
の
流
通
対
策
を
更
に
拡
充
・

強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

 �
漁
協
系
統
販
売
事
業
の
根
幹
で
あ
る
市
場
全
利
用

共
販
の
推
進
 

�
広
域
的
な
鮮
魚
販
売
の
強
化
を
含
め
た
漁
協
系
統

と
し
て
の
鮮
魚
事
業
の
拡
充
 

【
地
域
基
幹
魚
種
対
策
】 

①
水
揚
げ
集
中
時
に
お
け
る
流
通
お
よ
び
加
工
機

能
の
強
化
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販
売
事
業
に
つ
い
て 

②
産
直
鮮
魚
事
業
を
含
め
た
総
合
的
な
取
り
組
み
 

【
多
獲
性
魚
種
対
策
】 

①
漁
協
系
統
工
場
・
協
力
工
場
と
の
連
携
に
よ
る

加
工
処
理
体
制
の
充
実
 

②
生
鮮
向
け
・
加
工
原
料
向
け
等
の
計
画
的
な
加

工
・
販
売
体
制
の
構
築
 

【
一
般
鮮
魚
対
策
】 

①
浜
と
一
体
と
な
っ
た
漁
協
系
統
鮮
魚
事
業
の
拡

充
強
化
と
地
域
・
魚
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
 

②
漁
協
（
部
会
）
と
の
連
携
に
よ
る
付
加
価
値
向

上
対
策
の
推
進
 

③
末
端
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
加
工
鮮
魚
（
生
開
き

等
）
の
取
組
み
強
化
と
新
た
な
鮮
魚
需
要
開
拓

（
生
食
刺
身
向
等
）
の
推
進
 

④
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
鮮
魚
と
し
て
の
海
外
輸
出
の

定
着
化
に
向
け
た
取
り
組
み
 

【
未
利
用
魚
種
・
国
内
評
価
の
低
い
魚
種
対
策
】 

①
豊
漁
時
に
お
け
る
魚
価
維
持
対
策
と
し
て
の
製

品
開
発
の
促
進
 

②
海
外
輸
出
の
推
進
に
よ
る
新
た
な
販
路
の
開
拓
 

�
漁
協
と
の
連
携
に
よ
る
市
場
販
売
債
権
の
保
全
対

策
の
強
化
 

�
水
揚
げ
情
報
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築

の
検
討
 

�
産
地
市
場
連
絡
会
議
の
適
宜
開
催
に
よ
る
情
報
提

供
機
能
の
強
化
と
地
域
共
通
課
題
の
協
議
促
進
 

 

 ２
．
品
目
別
対
策
 

  

秋
　
鮭 

 　
昨
年
度
の
全
道
水
揚
げ
は
、
過
去
10
ヵ
年
平
均
を

下
回
る
12
万
３
千
ト
ン
に
と
ど
ま
り
、
水
揚
げ
金
額

も
４
０
０
億
円
と
昨
年
を
約
２
割
下
回
り
ま
し
た
。

親
製
品
に
お
い
て
は
、
急
激
な
円
高
に
あ
っ
て
も
輸

出
が
堅
調
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
価
格
の
上
昇
も
あ

り
、
今
後
の
消
流
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

卵
製
品
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
消
流
停
滞
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
輸
入
・
三
陸
を
含
め
た
国
内
供

給
量
の
減
少
か
ら
、
堅
調
に
消
流
し
て
い
ま
す
。
秋

鮭
を
取
り
巻
く
環
境
は
デ
フ
レ
・
円
高
の
逆
風
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
本
年
度
に
お
い
て
も
魚
価
の
安
定

を
図
る
た
め
流
通
対
策
を
効
果
的
に
実
施
し
、
国
内

外
の
需
要
の
拡
大
と
定
着
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

親
製
品
 

�
国
内
販
売
の
拡
大
 

①
量
販
店
等
で
定
着
し
た
生
フ
ィ
レ
な
ど
の
生
鮮

流
通
の
拡
大
 

②
輸
入
鮭
鱒
に
対
抗
し
た
熟
成
フ
ィ
レ
、
骨
取
り

フ
ィ
レ
（
ト
リ
ム
Ｃ
）
等
の
こ
だ
わ
り
製
品
の

計
画
生
産
な
ら
び
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
簡
便
調
理
品
等
の
新
商
品
開
発
に
よ
る
消
費

拡
大
へ
の
取
り
組
み
 

�
輸
出
対
策
の
強
化
 

①
中
国
向
け
輸
出
の
継
続
と
東
南
ア
ジ
ア
等
へ
の

海
外
販
路
拡
大
 

②
欧
米
向
け
直
接
輸
出
を
視
野
に
入
れ
た
中
期
的

な
生
産
基
盤
整
備
へ
の
取
り
組
み
 

③
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
）認
証
取
得
な
ら
び
に

認
証
後
の
取
扱
体
制
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
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卵
製
品
 

①
「
旬
」「
生
鮮
」
の
訴
求
に
よ
る
生
筋
子
等
の
生

鮮
流
通
の
拡
大
 

②
い
く
ら
製
品
の
国
内
販
売
促
進
活
動
の
強
化
・

推
進
 

③
い
く
ら
製
品
の
消
費
と
価
格
の
安
定
に
向
け
た

需
給
調
整
と
し
て
の
輸
出
事
業
の
取
り
組
み
 

    　

ほ
た
て 

 　
北
海
道
の
ほ
た
て
の
生
産
は
、
生
産
環
境
の
変
化

に
よ
る
稚
貝
の
斃
死
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
な
ど
の
付
着
物
被

害
、
餌
不
足
等
に
よ
る
成
長
不
良
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
安
定
的
な
水
揚
げ
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
本
年
度
に
お
い
て
も
、
行
政
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
「
専
門
委
員
会
」

の
答
申
内
容
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
生
産
体
制
の
構

築
に
向
け
た
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

製
品
消
流
は
、
水
揚
げ
の
急
激
な
変
動
に
よ
る
不
安

定
な
生
産
に
加
え
、
円
高
・
消
費
低
迷
・
デ
フ
レ
等

で
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
外
の

流
通
対
策
を
継
続
的
に
推
進
し
、
価
格
な
ら
び
に
消

流
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

�
生
産
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
策
 

　
　
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
、
道
並
び
に
水
産
試
験

場
と
の
連
携
に
よ
る
生
産
環
境
の
原
因
究
明
等
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
推
進
 

�
消
流
安
定
化
に
向
け
た
国
内
・
外
販
売
対
策
の
強

化
 

①
国
内
販
売
対
策
 

ア
．
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
た
全
国
的

な
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
に
よ
る
消
費
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
の
継
続
 

イ
．
消
費
量
の
少
な
い
西
日
本
エ
リ
ア
の
消
費
拡

大
に
向
け
た
生
鮮
品
販
促
対
策
の
継
続
実
施
 

ウ
．
干
貝
柱
の
国
内
販
売
拡
大
に
向
け
た
食
品
メ
ー

カ
ー・業
務
筋
向
け
加
工
原
料
と
し
て
の
販
売
拡
大
 

②
海
外
輸
出
対
策
 

【
輸
出
基
盤
整
備
】 

ア
．
関
係
行
政
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
向

け
生
産
海
域
拡
大
へ
の
取
り
組
み
 

イ
．
欧
米
向
け
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
工
場
の
認
定
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
　
 

ウ
．
Ｍ
Ｓ
Ｃ
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
早
期
認
証
取
得
と
認
証

後
の
取
扱
体
制
整
備
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
強
化
 

【
輸
出
市
場
の
拡
大
】 

ア
．
米
国
向
け
玉
冷
輸
出
拡
大
に
向
け
た
水
漬
け

加
工
原
料
市
場
以
外
へ
の
北
海
道
産
を
訴
求
し

た
新
規
市
場
開
拓
の
推
進
 

イ
．
噴
火
湾
ほ
た
て
処
理
配
分
の
多
様
化
の
た
め

の
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
向
け
冷
凍
片
貝
ほ
た
て

0
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の
市
場
開
拓
 

ウ
．
干
貝
柱
の
価
格
・
消
流
安
定
に
向
け
た
香
港
・
中

国
市
場
以
外
の
海
外
華
僑
市
場
向
け
輸
出
の
拡
大
 

　

昆
　
布 

 　
昨
年
度
の
全
道
生
産
量
は
、
１
万
９
千
ト
ン
と
４

年
連
続
で
２
万
ト
ン
を
割
り
こ
み
ま
し
た
。
産
地
価

格
は
、
景
気
低
迷
と
消
費
の
減
少
か
ら
、
低
下
傾
向

に
あ
り
、
特
に
だ
し
系
昆
布
の
消
流
悪
化
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
貿
易
自
由
化
へ
の
動
き
が

急
浮
上
し
、
昆
布
漁
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、
関
係
漁
協
・
行
政
機

関
等
と
連
携
し
、
昆
布
漁
業
の
発
展
と
安
定
に
向
け
、

生
産
基
盤
の
整
備
を
含
め
た
振
興
策
等
に
つ
い
て
協

議
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
だ
し
系
昆
布
を
中
心
と

し
た
消
費
回
復
策
と
消
流
の
安
定
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。 

�
生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
 

①
貿
易
自
由
化
の
動
向
を
見
据
え
た
昆
布
漁
業
振

興
策
に
対
す
る
組
織
的
協
議
の
推
進
 

②
関
係
漁
協
・
行
政
機
関
等
に
よ
る
「
昆
布
生
産

安
定
対
策
会
議
」
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
生

産
現
場
の
諸
課
題
へ
の
対
応
 

③
昆
布
の
安
定
生
産
や
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
を
図

る
た
め
の
作
業
工
程
の
簡
素
化
・
等
級
の
見
直

し
等
の
協
議
・
検
討
 

 
�
消
費
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
 

①
近
年
の
昆
布
消
費
動
向
の
変
化
に
対
応
し
た
主

要
銘
柄
別
・
等
級
別
の
需
要
実
態
調
査
の
実
施

に
基
づ
く
販
促
活
動
の
推
進
 

②
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
需
要
の
落
ち
込
み

が
顕
著
な
�だ
し
系
昆
布
�
に
重
点
を
置
い
た
消

費
拡
大
事
業
の
推
進
 

 
�
漁
協
系
統
と
し
て
の
加
工
・
販
売
機
能
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
 

①
本
会
な
ら
び
に
関
連
会
社
に
お
け
る
一
次
加
工

処
理
機
能
の
拡
充
に
よ
る
昆
布
・
加
工
流
通
対

策
の
強
化
 

②
本
会
消
費
地
支
店
・
関
連
会
社
の
販
売
機
能
強

化
に
よ
る
昆
布
な
ら
び
に
昆
布
加
工
製
品
の
国

内
外
販
売
対
策
の
推
進
 

 
�
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め
 

　
北
海
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
化
に
向
け
た
、
日
本

昆
布
協
会
・
全
国
調
理
食
品
工
業
協
同
組
合
な
ら
び

0
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350

400

450

500
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20

40
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80

100

120

140

160

180

全道ほたての水揚量と価格の推移 

H15

451

87

H14

453

107

H13

416

134

H16

387

140

H17

358

165

H18

388

140

H19

375

146

H20

434 
 

124

H22 
見込 

410

130

H21

430

104

水揚数量 道内平均単価 

千トン （トン） 円 

0
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8,000
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12,000

14,000
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H18

6,831

3,106
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1,244

418

1,444

H19

8,847

3,704
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675
498

2,666

H20

11,568

5,423
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780
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569

3,880

H22

13,709

1,481
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5,997

256

5,042

204

H21
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5,944

765

1,135
393
513
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アメリカ 
フランス 

台湾 
オーストラリア 

中国 
その他 
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に
輸
入
相
手
国
と
の
綿
密
な
情
報
交
換
に
よ
る
秩
序

あ
る
輸
入
の
継
続
推
進
 

３
．
産
地
加
工
機
能
強
化
 

　
産
地
加
工
は
前
浜
原
料
事
情
が
変
化
を
み
せ
る
中
、

周
年
稼
働
確
保
、
二
次
・
三
次
加
工
へ
の
対
応
、
生

産
コ
ス
ト
削
減
、
安
全
・
安
心
へ
の
品
質
衛
生
管
理
、

販
売
ル
ー
ト
の
確
立
等
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
魚
価
・
流
通
の
安
定
化
を
図
る
上
で
産
地
加

工
機
能
の
強
化
は
不
可
欠
で
あ
り
、
引
き
続
き
漁
協

系
統
工
場
等
と
の
連
携
を
促
進
し
、
稼
働
の
安
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
安
全
・
安
心

の
確
保
に
万
全
を
期
し
、
品
質
衛
生
管
理
機
能
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 �
本
会
の
広
域
流
通
機
能
を
生
か
し
た
大
量
水
揚
げ

時
お
よ
び
魚
価
下
落
時
の
処
理
対
策
の
推
進
 

　
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
系
統
工
場
お
よ
び
提
携
・

協
力
加
工
業
者
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
広
域
的
な
原

魚
処
理
対
策
、
魚
価
維
持
対
策
の
推
進
 

�
道
産
水
産
物
の
安
全
・
安
心
と
鮮
度
へ
の
こ
だ
わ

り
商
品
開
発
な
ら
び
に
低
コ
ス
ト
商
品
等
の
開
発

促
進
 

�
地
域
基
幹
魚
種
対
策
に
お
け
る
魚
価
維
持
・
消
流

促
進
等
の
加
工
機
能
の
発
揮
　
 

�
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
向
上
に
向
け
た
定
期
的

な
工
場
点
検
の
継
続
と
改
善
指
導
体
制
の
強
化
 

�
グ
ル
ー
プ
商
品
及
び
本
会
取
扱
商
品
の
表
示
適
正

化
等
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
 

①
本
会
取
扱
商
品
の
表
示
内
容
及
び
包
装
資
材
の

安
全
性
に
係
わ
る
管
理
強
化
 

②
食
品
表
示
検
定
協
会
の「
食
品
表
示
検
定
」資
格

取
得
促
進
に
よ
る
表
示
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
 

 
４
．
製
品
販
売
対
策
 

【
国
内
販
売
対
策
】 

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
浜
値
の
安
定
化
対
策

を
実
施
す
る
上
で
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
へ
の
需

給
動
向
を
適
確
に
見
据
え
た
中
で
の
流
通
対
策
の
推

進
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
販
売
対
策
と
し

て
は
、
荷
受
・
問
屋
、
生
協
・
量
販
店
、
中
・
外
食

な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
強
化
と
消
費
動
向

に
則
し
た
販
売
戦
略
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
関
連
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
消
費

地
営
業
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。 

 �
末
端
実
需
先
を
見
据
え
た
全
国
的
な
販
売
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
継
続
 

①
業
態
別
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
強
化
 

②
各
種
流
通
対
策
・
消
流
宣
伝
事
業
と
連
動
し
た

提
案
型
営
業
強
化
 

③
「
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
」
の
春
・
秋
定
期
開
催
に
よ

る
情
報
提
供
の
継
続
 

�
異
業
種
と
の
連
携
に
よ
る
組
織
的
取
り
組
み
強
化
 

①
冷
食
メ
ー
カ
ー
・
食
材
問
屋
等
と
の
組
織
的
な

取
り
組
み
に
よ
る
販
売
拡
大
 

②
水
産
以
外
の
食
品
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
新
た
な
需
要
開
拓
の
推
進
 

�
物
流
経
費
等
の
流
通
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
り
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組
み
 

①
生
鮮
魚
介
類
の
取
扱
拡
大
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
創
出
と
集
荷
配
送
効
率
化
等
の
コ
ス
ト

削
減
へ
の
取
り
組
み
 

②
冷
凍
品
取
扱
に
お
け
る
輸
送
・
保
管
コ
ス
ト
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
継
続
 

�
本
会
な
ら
び
に
関
連
会
社
に
お
け
る
商
品
ト
レ
サ

ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
（
＊
１
）
導
入
に
向
け
た
対

応
 

①
新
シ
ス
テ
ム
導
入
開
始
に
よ
る
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ

管
理
体
制
の
確
立
 

②
秋
鮭
・
ほ
た
て
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
後
の
ト
レ
サ
ビ

リ
テ
ィ
管
理
体
制
の
検
討
と
的
確
対
応
 

 

（
＊
１
）
食
品
が
い
つ
ど
こ
で
誰
に
よ
っ
て
水
揚
げ
・
加
工
さ
れ
、

ど
ん
な
流
通
経
路
を
た
ど
っ
て
消
費
者
に
届
け
ら
れ
た
か
と
い
う

生
産
履
歴
情
報
が
わ
か
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。 

 【
海
外
輸
出
対
策
】 

　
世
界
的
な
水
産
物
需
要
の
増
大
に
よ
り
、
我
が
国

の
買
い
負
け
現
象
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
道
産
水
産

物
の
魚
価
・
流
通
安
定
化
を
図
る
上
で
海
外
市
場
は

有
力
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
実
施

し
て
き
た
輸
出
対
策
を
更
に
強
化
し
、
新
た
な
市
場

開
拓
を
含
め
、
安
定
し
た
供
給
体
制
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
輸
出

促
進
の
た
め
、
輸
出
基
盤
整
備
と
し
て
Ｅ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
や
Ｍ
Ｓ
Ｃ
対
応
に
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

 �
原
材
料
輸
出
と
海
外
末
端
実
需
者
向
け
製
品
の
販

売
対
策
の
強
化
 

①
漁
協
等
と
の
連
携
に
よ
る
生
鮮
魚
介
類
・
加
工

品
の
輸
出
機
能
の
強
化
 

②
海
外
に
お
け
る
商
談
会
へ
の
参
加
促
進
に
よ
る

新
た
な
販
路
開
拓
と
情
報
収
集
の
継
続
 

�
輸
出
促
進
の
た
め
の
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用

に
よ
る
新
市
場
開
拓
の
推
進
 

　
　
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
の
輸
出
支
援
事
業

の
有
効
活
用
に
よ
る
輸
出
事
業
の
拡
大
 

�
海
外
取
引
先
（
中
国
・
韓
国
・
米
国
等
）
と
の
更

な
る
組
織
的
取
り
組
み
強
化
 

　
　
本
会
お
よ
び
関
連
会
社
に
よ
る
直
接
貿
易
の
量

的
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
 

�
行
政
・
漁
協
と
一
体
と
な
っ
た
輸
出
基
盤
の
整
備
 

①
Ｅ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
工
場
認
証
を
は
じ
め
、
各
国

の
衛
生
基
準
対
応
の
整
備
と
拡
充
 

②
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
早
期
取
得
推
進
に
よ
る
海
外
市
場
に

お
け
る
道
産
水
産
物
の
差
別
化
へ
の
取
り
組
み
 

 
５
．
消
流
宣
伝
事
業
 

　
消
費
者
の
魚
離
れ
が
進
む
中
、
魚
介
類
全
般
の
消

費
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
魚
価
・
流
通
対
策
を

推
進
し
て
い
く
上
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
道
の
基
幹
魚
種
で
あ
る
、
秋
鮭
・
ほ
た

て
・
昆
布
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ

り
、
需
要
喚
起
に
向
け
た
宣
伝
・
販
促
活
動
を
継
続
・

強
化
し
て
い
く
ほ
か
、
そ
の
他
の
魚
種
に
つ
い
て
も
消

費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

 �
消
費
地
に
お
け
る
消
流
動
向
を
勘
案
し
た
中
で
の

販
売
戦
略
と
一
体
と
な
っ
た
宣
伝
・
販
促
活
動
の

継
続
 

特集 平成22年度ぎょれん事業計画 ～前編～ 特集 ぎょれんの中期的事業推進方向・平成23年度事業計画 ～後編～ 

石狩新工場（㈱ぎょれん総合食品） 
フライ自動化ライン 

根室新工場（㈱ぎょれん道東食品） 
さんま加工ライン 
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�
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ

る
共
同
販
促
の
継
続
と
規
模
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
 

�
地
域
毎
の
消
費
実
態
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
等

に
よ
る
地
域
集
中
型
宣
伝
の
実
施
 

�
カ
レ
ー
・
シ
チ
ュ
ー
等
、「
普
段
の
料
理
メ
ニ
ュ
ー
」

の
P
R
活
動
に
よ
る
利
用
拡
大
へ
の
取
り
組
み
 

�
道
内
・
道
外
の
小
学
生
や
幼
稚
園
児
等
を
対
象
と

し
た
道
産
水
産
物
の
理
解
を
深
め
る
食
育
活
動
の

推
進
（
親
子
料
理
教
室
、
学
習
会
、
給
食
へ
の
食

材
提
供
等
） 

 
   

　
厳
し
い
漁
業
環
境
が
続
く
な
か
、
石
油
製
品
や
漁

業
資
材
の
価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
漁
業
経
営
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
系
統
購
買
事
業
の
充

実
に
よ
り
、
燃
油
の
取
扱
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
へ
の
切
替
を
通
じ
た
漁

業
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 �
石
油
製
品
 

①
更
な
る
系
統
利
用
率
向
上
に
よ
る
、
仕
入
な
ら

び
に
価
格
牽
制
機
能
の
強
化
 

②
需
要
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
系
統
燃
油
施
設

の
計
画
的
整
備
（
新
設
・
撤
去
・
油
種
転
換
）

の
実
施
な
ら
び
に
保
全
管
理
体
制
の
強
化
 

�
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
 

①
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
へ
の
切
替
促
進
を
通
じ
た

取
扱
ボ
リ
ュ
ー
ム
拡
大
に
よ
る
価
格
低
減
化
へ

の
取
り
組
み
 

②
「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
・
推
進
委
員
会
（
仮

称
）」
設
置
に
よ
る
地
区
需
要
・
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
新
商
品
・
新
仕
様
品
開
発
へ
の
組
織
的
取

り
組
み
 

③
漁
協
購
買
部
門
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
連
携
し

た
重
点
普
及
地
区
の
設
定
等
に
よ
る
、
地
域
実

態
に
応
じ
た
組
織
的
普
及
活
動
の
強
化
 

�
魚
函
 

　
　
環
境
・
衛
生
に
配
慮
し
た
、「
ポ
リ
魚
函
（
再
生

品
含
む
）」
の
普
及
拡
大
 

�
施
設
関
連
事
業
 

①
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ
ー
㈱
と
の
連
携
に
よ
る

漁
協
施
設
整
備
計
画
に
対
す
る
総
合
的
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
機
能
の
発
揮
（
計
画
・
積
算
・
補
助

申
請
事
務
） 

②
会
員
・
生
産
者
向
け
、
省
エ
ネ
・
省
力
化
機
器

（
シ
ス
テ
ム
）
の
開
発
普
及
 

�
そ
の
他
　
　
　
　
 

①
購
販
推
進
委
員
会
、
漁
協
各
種
部
会
と
の
連
携

強
化
 

②
購
買
専
門
委
員
会
、全
道
漁
協
購
買
事
業
推
進
会

議
、地
区
漁
協
購
買
担
当
者
会
議
の
継
続
開
催
 

③
漁
協
職
員
を
対
象
と
し
た
メ
ー
カ
ー
視
察
、
資

材
研
修
会
の
実
施
 

④
「
購
買
情
報
」
の
適
宜
発
行
に
よ
る
、
購
買
関

連
情
報
伝
達
 

    
　
浜
の
協
同
組
合
意
識
の
希
薄
化
傾
向
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
漁
協
・
系
統
組
織
一
体
と
な
っ
て
協
同

組
合
精
神
の
高
揚
に
向
け
た
運
動
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
各
種
研
修
会
、
交
流
会
活
動
な
ど
を

通
じ
て
浜
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

女
性
部
・
青
年
部
活
動
強
化
の
一
環
と
し
て
、
食
育
活

動
・
魚
食
普
及
活
動
を
継
続
・
推
進
し
ま
す
。 

 �
組
織
強
化
・
購
販
活
動
の
推
進
 

　
本
会
が
作
成
し
た
「
協
同
の
力
」
の
啓
発
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
活
用
に
よ
る
、
購
販
全
道
・
地
区
委
員
会
や

各
種
研
修
大
会
等
で
の
協
同
意
識
の
高
揚
 

�
浜
と
連
携
し
た
食
育
活
動
・
魚
食
普
及
活
動
の
推

進
 

　
青
年
部
・
女
性
部
の
「
漁
師
さ
ん
の
出
前
授
業
」

や
「
浜
の
お
か
あ
さ
ん
料
理
教
室
」
の
継
続
開
催

に
よ
る
活
動
の
推
進
 

�
広
報
活
動
の
充
実
 

　
広
報
誌
「
な
み
ま
る
く
ん
」
を
通
じ
た
全
道
の

漁
業
者
に
対
す
る
購
販
・
指
導
関
連
情
報
等
の
提

供
と
内
容
の
充
実
 

 

購
買
事
業

購
買
事
業
に
つ
い
て 

購
買
事
業
に
つ
い
て 

組
織
強
化

組
織
強
化
・
広
報
活
動

広
報
活
動
に
つ
い
て 

組
織
強
化
・
広
報
活
動
に
つ
い
て 

経
営
体
制
に
つ
い
て 
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昨年100回を迎えた 
浜のおかあさん料理教室 

1月に行われた 
全道漁協青年部大会 

  
　
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

浜
か
ら
の
負
託
に
応
え
、各
種
対
策
事
業
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、安
定
し
た
経
営
収
支
の
確
保
と
財
務

基
盤
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、更
な
る
経

営
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、企
業
の
社
会
的
責

任
の
重
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
お
り
、リ
ス
ク
管
理

等
に
対
し
組
織
を
挙
げ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。さ
ら
に
、連
結
決
算
・
連
結
経
営
の
導
入
を
踏
ま
え
、

関
連
会
社
の
経
営
健
全
化
と
本
会
と
の
一
体
的
経
営
に

よ
る
更
な
る
機
能
強
化
と
役
割
発
揮
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 �
安
定
収
支
の
確
保
と
財
務
基
盤
の
強
化
 

①
本
会
経
営
基
盤
で
あ
る
共
販
体
制
な
ら
び
に
系

統
利
用
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
 

②
計
画
的
な
内
部
留
保
に
よ
る
財
務
基
盤
の
強
化

と
会
員
配
当
の
継
続
 

�
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
※
１
）
活
動
の
実

践
に
向
け
た
取
り
組
み
 

①
経
営
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
強
化
 

ア
．
市
場
・
販
売
債
権
保
全
管
理
機
能
の
強
化
 

イ
．
在
庫
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
の
在
庫
管
理
の
強
化
 

ウ
．
製
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
の
強
化
 

エ
．
情
報
管
理
の
強
化
 

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
に
向
け
た

体
制
の
整
備
 

③
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
（
※
２
）
の
認
証
・

取
得
と
省
エ
ネ
法
へ
の
対
応
 

※
１
…C

o
p
o
ra
te

　S
o
c
ia
l

　R
e
sp
o
n
sib
ility

の
略
で
企

業
の
社
会
的
責
任
の
意
味
。 

※
２
…
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）
に
よ
る
環
境
に
優
し
い

企
業
を
認
定
す
る
た
め
の
「
環
境
管
理
・
監
査
」
に
関

す
る
国
際
規
格
。 

 
�
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
設
備
投
資
の
実
施
 

①
老
朽
化
し
た
支
店
事
務
所
施
設
の
方
向
付
け
 

②
保
有
資
産
の
維
持
管
理
の
徹
底
 

�
人
材
育
成
の
強
化
と
教
育
研
修
の
計
画
的
実
施
 

①
計
画
的
な
職
員
の
新
規
採
用
と
適
正
人
員
体
制

の
確
保
 

②
教
育
研
修
制
度
の
見
直
し
と
強
化
 

�
関
連
会
社
と
の
一
体
的
経
営
の
推
進
 

①
健
全
経
営
の
確
保
と
本
会
と
一
体
と
な
っ
た
浜

に
対
す
る
機
能
発
揮
に
向
け
た
取
り
組
み
 

②
関
連
会
社
に
対
す
る
経
営
統
括
管
理
の
強
化
 

販売 2,529

購買 165

利用 1

特別 9

［単位：億円］ 

平成23年度事業別取扱計画 

総取扱計画 

億円 
2,704

市場扱 1,618

製品扱 911

購
買
事
業
に
つ
い
て 

組
織
強
化
・
広
報
活
動
に
つ
い
て 

経
営
体
制

経
営
体
制
に
つ
い
て 

経
営
体
制
に
つ
い
て 



　
4
月
4
日
（
月
）
に
、政
府
は
福
島
第
一
原
発
施
設
内
の
放
射
能
汚
染
水
を
、漁
業
関
係
者
に
一
切

断
り
も
無
く
、
大
量
に
放
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
実
行
し
ま
し
た
。
こ
の
暴
挙
に
対
し
全
国
の
漁

協
系
統
団
体
等
（
道
内
は
櫻
庭
ぎ
ょ
れ
ん
会
長
、平
野
道
漁
業
環
境
保
全
対
策
本
部
長
、高
桑
道
漁

青
連
会
長
）
は
、菅
総
理
大
臣
、海
江
田
経
済
産
業
大
臣
、鹿
野
農
林
水
産
大
臣
、清
水
東
京
電
力
㈱

社
長
に
対
し
即
刻
抗
議
し
ま
し
た
。
 

　
４
月
４
日
、
政
府
は
福
島
第
一
原
発
施
設

内
の
放
射
能
汚
染
水
を
、
漁
業
関
係
者
に
何

の
相
談
も
な
く
大
量
に
放
水
す
る
こ
と
を
決

定
し
実
行
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
た
。 

　
全
漁
連
は
、
東
京
電
力
の
関
係
者
に
対
し

高
濃
度
放
射
能
汚
染
水
の
海
へ
の
流
出
を
一

刻
も
早
く
止
め
、
こ
れ
以
上
の
海
へ
の
流
出

を
行
わ
な
い
こ
と
を
強
く
申
入
れ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
と
東
京
電
力
は
こ
れ
を

無
視
し
、
我
が
国
漁
業
を
崩
壊
に
導
く
放
射

能
汚
染
水
の
放
水
を
強
引
に
実
行
し
た
。 

　
地
震
に
よ
る
施
設
の
損
壊
状
況
の
把
握
や

放
水
に
よ
る
水
の
処
理
等
、
当
然
と
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
立
て
を
何
ら
行
わ

ず
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
事
態
を
引
き
起
こ

し
た
、
国
と
東
京
電
力
の
責
任
は
到
底
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

　
海
で
生
計
を
立
て
て
い
る
北
海
道
の
漁
業

関
係
者
は
、
無
責
任
な
対
応
に
計
り
知
れ
な

い
強
い
怒
り
を
抱
い
て
い
る
。 

　
特
に
、
安
全
・
安
心
な
水
産
物
の
安
定
供

給
に
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
北
海
道
の
漁
業

者
に
と
っ
て
海
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
は
、
許

し
が
た
い
行
為
で
あ
る
。 

　
我
が
国
漁
業
を
死
に
至
ら
し
め
な
い
た
め
、

汚
染
水
の
放
水
を
一
刻
も
早
く
中
止
す
る
と

と
も
に
、
高
濃
度
汚
染
水
の
流
出
防
止
に
あ

ら
ゆ
る
手
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
今
回
の
国
と
東
京
電
力
の
一
方
的
な
決
定

に
よ
り
な
さ
れ
た
暴
挙
と
高
濃
度
汚
染
水
の

流
出
が
引
き
起
こ
す
あ
ら
ゆ
る
問
題
へ
の
対

応
や
、
直
接
、
間
接
を
問
わ
ず
関
係
者
の
被

る
全
て
の
被
害
に
対
す
る
補
償
は
、
国
と
東

京
電
力
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
を

直
ち
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

 
平
成
23
年
４
月
５
日
 

　
　
　
　
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
 

代
表
理
事
会
長
　
櫻
庭
　
武
弘
 

福
島
第
一
原
発
放
射
能
汚
染
水
放
水
に
対
す
る
抗
議
 

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
 

放
射
能
汚
染
に
関
し
道
へ
緊
急
要
望
 
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震 

　
　
水
産
被
害
に
関
す
る 

　
　
　
　
　
道
・
道
議
会
要
請
を
実
施 

全漁連服部会長が東京電力勝俣会長に直接抗議 
（写真提供：全漁連） 

松下経済産業副大臣に抗議する全漁連服部会長 
（写真提供：全漁連） 

福島第一原発放射能汚染水 
放水に対して即刻抗議 

福島第一原発放射能汚染水 
放水に対して即刻抗議 

福島第一原発放射能汚染水 
放水に対して即刻抗議 
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４
月
７
日
（
木
）
ぎ
ょ
れ
ん
と
環
境
本
部
は
連
名
で
、

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
放
射
能
汚
染
に
関
す
る
緊

急
要
望
を
道
に
提
出
し
ま
し
た
。
漁
業
者
に
と
っ
て
海

が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
は
許
し
が
た
い
行
為
で
あ
る
と
と

も
に
、
風
評
被
害
の
拡
大
を
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

北
海
道
水
産
物
の
安
全
性
の
確
認
の
た
め
、
放
射
性
物

質
の
影
響
調
査
に
つ
い
て
、
北
海
道
周
辺
海
域
の
水
質

検
査
等
を
速
や
か
に
行
う
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
の
要
望
を
受
け
道
で
は
、
船
に
よ
る
水
質
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 【
要
望
内
容
】 

１
．
道
と
し
て
放
射
能
被
害
か
ら
、
本
道
漁
業
を
守
る

べ
く
国
に
対
し
強
い
意
思
表
明
を
お
こ
な
う
こ
と
 

 ２
．
本
道
周
辺
海
域
の
水
質
検
査
等
を
早
急
に
実
施
し
、

道
と
し
て
安
全
性
を
担
保
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を

図
る
こ
と
 

 ３
．
情
報
の
共
有
化
を
徹
底
し
、
風
評
被
害
の
防
止
に

努
め
る
こ
と
 

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
 

放
射
能
汚
染
に
関
し
道
へ
緊
急
要
望

放
射
能
汚
染
に
関
し
道
へ
緊
急
要
望
 

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
 

放
射
能
汚
染
に
関
し
道
へ
緊
急
要
望
 

　
３
月
30
日
（
水
）、
在
札
漁
協
系
統
各
連
（
代
表
ぎ
ょ
れ

ん
櫻
庭
会
長
、
信
漁
連
安
藤
会
長
）
は
、
東
北
太
平
洋
地
震

水
産
被
害
に
関
す
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
要
請
団
は
道
議

会
の
石
井
孝
一
議
長
、
沖
田
水
産
林
務
委
員
長
等
を
訪
れ
、

災
害
復
旧
に
向
け
た
緊
急
対
策
支
援
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
野
呂
田
水
産
林
務
部
長
と
会
談
、
今
般
の
災
害
に
対

し
、
今
後
と
も
道
・
漁
協
系
統
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震 

　
　
水
産
被
害
に
関
す
る

　
　
水
産
被
害
に
関
す
る 

　
　
　
　
　
道

　
　
　
　
　
道
・
道
議
会
要
請
を
実
施

道
議
会
要
請
を
実
施 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震 

　
　
水
産
被
害
に
関
す
る 

　
　
　
　
　
道
・
道
議
会
要
請
を
実
施 

　
全
国
の
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
で
被
災
し
た
漁
業
者
、
漁
協
等
の
復
興
を
支
援
す
る
た

め
、「
が
ん
ば
れ
漁
業
募
金
」
と
し
て
義
援
金
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

　
北
海
道
に
お
い
て
も
今
回
の
地
震
災
害
に
遭
わ
れ
た
組
合

員
、
漁
協
も
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
ご
判

断
の
上
、
ご
厚
志
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
募
金
期
間
は
平
成
23
年
５
月
16
日
（
月
）
ま

で
、
こ
の
募
金
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
漁
協
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
害 

　
　
義
援
金
募
金
の
お
願
い 

　
　
　
　
　
　「
が
ん
ば
れ
漁
業
募
金
」 

石井道議会議長（写真左）と野呂田道水産林務部長（写真右）への要請の様子 

福島第一原発放射能汚染水 
放水に対して即刻抗議 

福島第一原発放射能汚染水 
放水に対して即刻抗議 
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こんにちは久美子久美子で～す。こんにちは久美子久美子で～す。こんにちは久美子で～す。
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　今回は、チカやワカサギ等の風連湖の氷下網漁、

ホッキ漁、黒ガレイ漁、鮭定置網漁に従事する、別海

漁協の福原さんご家族を紹介します。

　「
船
に
初
め
て
足
を
掛
け
た
の
は
１０
歳
か
な
」

と
い
う
秀
則
さ
ん
。
中
学
2
年
の
頃
か
ら
漁

業
の
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
高
校
時
代

は
学
校
を
休
ん
だ
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

漁
師
と
な
っ
て
３１
年
。「
漁
業
の
魅
力
は
一
発

勝
負
で
し
ょ
。
獲
っ
て
な
ん
ぼ
の
世
界
だ
か
ら

ね
」
と
い
う
秀
則
さ
ん
は
「
魚
が
網
に
乗
っ
た

時
の
重
量
感
が
い
い
。
最
後
の
方
に
い
く
と
魚

が
た
く
さ
ん
い
る
。
あ
ー
い
う
感
覚
は
た
ぶ
ん

漁
師
に
し
か
味
わ
え
な
い
と
思
う
よ
」
と
話
し

ま
す
。
趣
味
を
聞
く
と
「
晩
酌
く
ら
い
か
な
？
」

と
い
う
秀
則
さ
ん
。
料
理
を
作
る
の
が
好
き
で
、

自
分
の
お
酒
の
つ
ま
み
に
な
る
よ
う
な
も
の
を

自
分
の
分
だ
け
作
る
の
だ
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
標
茶
町
出
身
の
美
代
子
さ
ん
。
高
校
卒
業
後
、

別
海
の
水
産
加
工
場
に
就
職
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
秀
則
さ
ん
と
知
り
合
い
結
婚
し
ま
し
た
。

「
小
さ
い
頃
か
ら
海
の
近
く
に
住
み
た
か
っ
た
。

海
は
い
い
な
ー
と
思
っ
て
い
た
」
と
い
い
、
夢

が
叶
っ
た
美
代
子
さ
ん
は
「
漁
業
は
美
味
し
い

魚
が
食
べ
ら
れ
る
の
が
良
い
で
す
ね
」
と
話
し

ま
す
。
高
校
2
年
の
直
輝
く
ん
は
ラ
グ
ビ
ー
、

中
学
3
年
の
結
衣
さ
ん
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

小
学
4
年
の
拓
巳
く
ん
は
野
球
を
し
て
い
ま
す
。

秀
則
さ
ん
も
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い
た
経
験
が
あ

り
、
直
輝
く
ん
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
少
な

い
人
数
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　

　
現
在
の
体
制
に
な
る
以
前
に
は
、
ほ
た
て
の

船
の
乗
組
員
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
「
こ
の

辺
の
海
は
全
部
ほ
た
て
で
行
っ
て
き
た
。
仕
事

は
い
ろ
い
ろ
や
っ
た
し
、
ほ
と
ん
ど
経
験
し
た

ね
」
と
話
す
秀
則
さ
ん
。
青
年
部
長
を
務
め
た

経
験
が
あ
り
、
そ
の
頃
の
仲
間
と
は
今
で
も
付

き
合
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。
バ
ブ
ル
絶
頂
期
の

良
い
時
代
も
経
験
し
、
当
時
の
話
を
聞
か
せ
て

く
れ
た
秀
則
さ
ん
。「
今
は
水
揚
げ
が
減
っ
て
、

金
額
も
上
が
ら
ず
、
生
活
が
ゆ
る
く
な
く
な
っ

て
き
た
。
子
供
達
に
は
強
制
的
に
跡
を
継
げ
と

は
言
え
な
い
ね
」
と
い
う
秀
則
さ
ん
で
す
が
「
で

も
、
楽
し
い
か
ら
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
ね
、
面

白
く
な
か
っ
た
ら
、
た
ぶ
ん
漁
師
や
っ
て
な
い

わ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
号
を
も
ち
ま
し
て
、な
み
ま
る
く
ん
の

担
当
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
9
8
年
7
月
号
か
ら
今
号
ま
で
の
約
１３

年
間
、
1
5
4
世
帯
の
ご
家
族
と
出
会
い
、

貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
読
者
と
し
て
、

な
み
ま
る
く
ん
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
森
久
美
子
）

●DATA FILE

別海漁協
　　福原　秀則さん（49歳）
　　　　美代子さん（41歳）
　　　　　　

直輝くん（16歳）
結衣さん（14歳）
拓巳くん（ ９歳）

※ご両親の義巳さん、朝代さんと一緒に



タ テ の カ ギ 

ヨ コ の カ ギ 

テ 

�○○○○の匂う垣根に～夏は来ぬ 
� Tシャツには無い 
�尾瀬沼の群生で有名な白い花 
�ナイヤガラ・イグアス・ビクトリア と言えば？ 
�リモコンで○○○○操作 
�マニキュアを塗るところ 
�おへソと一緒にここも曲がるようです 
	陰暦5月の呼び名 

空気はここで分かれて肺に入ります 
� 50円で日本中どこへでも行きます 
�登下校時に靴と履き替えます 
月でお餅つき 
�オリンピック 
�いろんな物が売ってます 
�イチかバチか 

�庭の植栽 
�初夏の田んぼの一大イベント 
�おにぎりには欠かせません 
�石頭の人の得意攻撃？ 
�ブラックタイが似合いそうな渡り鳥 
	下りは良いが上りが辛い 
�すぐにメソメソする人 
�大変な苦労で「四苦○○○」 
�要点だけメモすること 
勝負は時の○○ 
�弁解の言葉は「本気じゃなかった」 
�活きのいい魚の食べ方 
�ハンティング 
� 20才になったら投票できます 

　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
下さい。冬枯れの木々が芽吹き、爽やかな風がとても気持ち良い季
節になりますね。 

 

応募いただいた方の個人情報は、クイズ当選者への図書カード進呈
と、広報なみまるくん「浜だより」の、おたより掲載（氏名・市町
村名）にのみ、使用いたします。 

〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目1番地 
北海道漁業協同組合連合会  総務企画部  広報担当 
＊FAX番号 011－（242）－3543 
＊電子メール info＠gyoren. or. jp

応募先 

正解者の中から抽選で５名の方に図書カードを進呈
いたします。ハガキ、ＦＡＸもしくは電子メールに
答えと浜のたより及びご意見・ご提言など、住所・
氏名・年齢を書き添えて、どしどしご応募ください。 

4月号の解答と当選者 

1 2 3

7

10

14

21

22

20

15

17

19

1816

131211

8

9

54

6

1 2 3

7

10

14

21

22

20

15 17

19

1816

13

1211

8

9

54

6

（5月15日消印有効） 

解答 となります。 

カフンショウ 

※右と左の絵には、6ヵ所の異なるところがあります。 
　さあ、見つけてください。（印刷のズレや汚れは関係ありません。） 間違いは6つです。 

※答えは17頁にあります。 

ア 
マ ン ヨ イ サ 

ン 
ン カ 
レ キ ュ ス ウ 

ン キ ブ イ タ シ 
ハ オ ケ グ キ 

ヒ チ デ ノ ミ ノ ク 
リ ジ ガ イ コ キ 

リ カ ヨ ン リ ケ 

カ シ ナ ハ フ 

（ ） 
（ ） 
（ ） 
（ ） 
（ ） 

阿部　栄子さん 
星　　紫月さん 
小笠原美香さん 
橋根　洋行さん 
奥野　貴彦さん 

浜 中 町  
旭 川 市  
新 冠 町  
室 蘭 市  
函 館 市  
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「学生と社会人の違い」について 
グループで考えをまとめました 

挨拶に訪れたぎょれん 
事務所では拍手で歓迎されました 

お手製の名刺を使って名刺交換 

平成23年度全道漁協新採用職員研修会を開催 

新採用職員が共に学んだ3日間 
　4月5日（火）～7日（木）の3日間、札幌市の第2

水産ビルにおいて、平成23年度全道漁協新採用職員研修

会が行われ、今年度道内の漁協に採用された職員28名が

参加しました。はじめに、ぎょれん本間参事から漁業・漁

協をめぐる情勢についての講演があり、続いて漁協のあら

ましや漁協簿記に関する講義が夕食後まで続きました。2

日目は参加者が5つのグループに分かれて、社会人に必

要な規律や責任、ビジネス文書の書き方などを学習、「社

会人の心構え」に関する課題に、グループで話し合いなが

ら取り組みました。ビジネスマナーの講義では、職場を想

定した敬語や言葉遣いを学び、さらに名刺交換やお茶の出

し方の練習を通じて、受講者同士の距離が縮まり一体感が

生まれました。最終日には早朝に札幌中央卸売市場を見学、

その後在札系統団体の事務所を訪ねました。受講した皆さ

んは、同じ時期に漁協職員となった仲間との親交を深める

ことも出来、最後に水産ビルの前で集合写真を撮影、充実

した研修を締めくくりました。 

研修最終日に水産ビル前で記念撮影 

サ ハ リ ン 
写 真 紀 行
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全道各地で地区組合長会議開催 

ぎょれんの中期的事業推進方向等を協議 

ぎょれんを代表して挨拶する櫻庭会長（宗谷地区） 

　4月6日から13日にかけて、全道各地区で地区組合長

会議が開催されました。ぎょれんからは2班に分かれて各

地区を訪問、各地区の組合長さんと話し合いを持ちました。

会議では、平成22年度決算見込み並びに剰余金処分案、

平成23年度から向こう3か年にわたる中期的事業方向、

3月に発生した東北地方太平洋沖地震被害への対応、食と

水産業再生に向けたJFグループの取り組み、この4月か

ら始まった資源管理・漁業所得補償対策、TPP・規制改革

の動向などの議題が上程されました。参加者からは福島第

一原発事故による放射能汚染の影響を懸念する声も多く聞

かれ、今後の対応などについて意見が交わされました。 

郊外を走る列車。 かつての日本の工場を利用した発電所です。 

2年前訪れた時には、原油積出施設工事の最中で、工事従事者用の社宅でした。 
完成した現在では、サハリン州に寄贈するため移設工事中です。 

サ ハ リ ン 
写 真 紀 行

 
サ ハ リ ン 

写 真 紀 行
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設計センター
設計センター
設計センター
設計センター

㈱ぎょれん設計センターが住宅に関するベストアドバイス！ ㈱ぎょれん設計センターが住宅に関するベストアドバイス！ 

詳しく 
取り上げて 
行きま～す。 

浜の皆さんから「おうち」の疑問、質問、お悩みを 
募集しています。 
宛　先：札幌市中央区北3条西7丁目1番地 
　　　　北海道ぎょれん総務企画部広報担当 
F A X：011－242－3543 
メール：info@gyoren.or.jp

建築・設計に関するご相談は 

㈱ぎょれん設計センター 
TEL：011－281－8509

グッドジョブ    
  「プロの仕事」 

　前回に引き続きぎょれん設計センターが手掛けた最新
の作品をご紹介します。 

利尻漁協冷蔵施設・購買店舗・昆布集荷施設 
　利尻漁協がある利尻富士町では、平成16年より鴛泊市街地の整備計画を立て、市街地の道
路港湾等の整備を進めてきました。「安全で安心して暮らせる快適な生活環境のまち」とい
うスローガンのもと、その整備の一環として組合施設が新築されました。冷蔵施設、購買店
舗は組合本部に隣接して建てられ、コンブ集荷施設は旧購買店舗近くに建てられました。 
　これらの施設を建設するにあたり、ぎょれん設計センターでは設計・監理を担当しています。 

〈購買店舗〉 

〈冷蔵施設〉 

〈コンブ集荷施設〉 

・鉄骨造2階建　延面積 406.92㎡ ・鉄骨造平屋建　延面積 252.00㎡ 

〈建設地〉 
・利尻郡利尻富士町鴛泊字港町 
 
〈冷蔵施設〉 
・鉄骨造2階建　延面積 852.85㎡ 
・冷蔵庫1（－25℃）公称550ｔ 
・冷蔵庫2（－35℃）公称40ｔ 
・凍結庫 4.8ｔ 2室 
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（社）北海道漁船海難防止・水難救済センター 

親子船　慣れた海でも　気を引き締めて  

　

お
天
気
は
い
い
で
す
が
、
風
は
冷
た

い
で
す
。
花
畑
の
福
寿
草
が
咲
き
ま
し
た
。

元
気
な
お
花
で
す
ね
。
き
れ
い
な
色
は
変

わ
り
な
く
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
が
ニ
コ
ニ
コ
家
族
か
ら
風
景

写
真
に
変
わ
り
ま
し
た
。
雪
を
抱
い
た
山

に
１
羽
の
カ
モ
メ
、
自
然
と
見
と
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
今
年
は
こ
の
写
真
に
負
け
な

い
写
真
に
挑
戦
？
４
月
末
は
コ
ウ
ナ
ゴ
の

時
期
、
豊
漁
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

（
島
牧
村
　
泉
谷
　
泰
三
さ
ん
）
 

　

東
日
本
大
震
災
は
ま
だ
ま
だ
余
震
も

あ
っ
て
大
変
で
す
。
北
海
道
に
と
っ
て
も
、

泊
原
発
と
青
森
の
大
間
原
発
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
と
て
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

（
函
館
市
　
佐
藤
　
恵
美
子
さ
ん
）
 

　

わ
が
初
山
別
漁
協
も
ホ
タ
テ
稚
貝
の

出
荷
作
業
が
10
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

私
も
微
力
な
が
ら
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
が
始
ま
る
と
「
春

だ
な
ぁ
」
と
毎
年
感
じ
ま
す
。
 

（
初
山
別
村
　
白
府
　
美
恵
子
さ
ん
）
 

　

息
子
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
出
し
て

い
な
い
五
月
人
形
を
今
年
は
出
し
て
み

よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
空
を
泳
い

で
い
る
こ
い
の
ぼ
り
と
五
月
人
形
で
春

だ
な
ぁ
と
ウ
キ
ウ
キ
し
た
の
を
思
い
出

し
て
い
ま
す
。
 

（
利
尻
富
士
町
　
中
西
　
寛
子
さ
ん
）
 

 

　

東
北
関
東
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
多
く

の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

港
も
船
も
す
べ
て
被
害
を
受
け
復
興
に
は

時
間
が
か
か
る
事
で
し
ょ
う
。
少
し
で
も

早
く
復
興
さ
れ
、
以
前
の
よ
う
に
に
ぎ
や

か
な
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
微
力
な

が
ら
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
浜
中
町
　
阿
部
　
栄
子
さ
ん
）
 

 

　

花
粉
症
の
季
節
で
す
ね
。
私
も
ひ
ど
い

で
す
が
、
早
め
早
め
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬

を
飲
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
 

（
島
牧
村
　
高
島
　
里
子
さ
ん
）
 

 

　

長
い
冬
も
終
わ
り
、
よ
う
や
く
浜
に
も
釣

客
や
漁
に
出
る
船
で
活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
 

（
小
樽
市
　
宮
古
　
登
美
子
さ
ん
）
 

　

東
北
地
震
の
影
響
で
こ
ち
ら
も
大
変

で
す
が
、
少
し
ず
つ
復
旧
し
て
き
て
い

ま
す
。
ま
だ
大
変
な
地
域
も
必
ず
こ
の

先
復
旧
さ
れ
ま
す
。
希
望
を
捨
て
ず
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

（
浜
中
町
　
小
山
内
　
智
子
さ
ん
） 

　先月号（4月号）の表紙が風景に変わっ

たので、驚いた方もいらっしゃったかも

しれません。今月から再び浜の皆さんに

ご登場いただくコーナー復活です。これ

からも浜の皆さんの素敵な笑顔をたくさ

ん届けたいと思いますので、改めてよろ

しくお願いします。　　　　　　（編集部） 

13pの間違いさがしの答え 　

３
月
11
日
か
ら
１
ヶ
月
経
っ
て
も
ま

だ
余
震
も
お
さ
ま
っ
て
い
な
い
し
、
原

発
の
問
題
も
山
積
み
で
す
が
、
春
は
来

て
ま
す
ね
。
そ
し
て
夏
も
秋
も
必
ず
来

ま
す
。
な
ん
と
か
自
然
の
恵
み
を
味
方

に
つ
け
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
 

（
新
冠
町
　
小
笠
原
　
美
香
さ
ん
）
 

　

稚
貝
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
朝

か
ら
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
忙
し
い

そ
う
で
す
。
休
み
の
日
に
は
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
お
仕
事

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

（
苫
前
町
　
加
藤
　
亜
美
さ
ん
）
 

　

今
回
の
津
波
で
皆
さ
ん
も
少
な
か
ら
ず

被
害
に
遭
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
我
が
家

は
家
族
と
家
は
幸
い
に
も
無
事
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
漁
業
者
と
し
て
の
誇
り
を
胸

に
前
を
向
い
て
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

（
室
蘭
市
　
橋
根
　
洋
行
さ
ん
）
 

　

マ
ガ
レ
イ
の
刺
網
漁
が
今
、
最
盛
期

で
す
。
 

（
小
樽
市
　
宮
古
　
知
行
さ
ん
）
 

無洗米「大漁御膳」のお求めは、お近くの漁業協同組合へ 

グループ グループ 

本社 TEL（011）261-0884  函館支店 TEL（0138）22-4146  釧路支店 TEL（0154）41-7145  長万部営業所  TEL（01377）2-4118

専門のノウハウ 浜に密着した機動力 専門のノウハウ 浜に密着した機動力 

漁業資材・施設設備で北海道の浜をサポート 
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浜

の家
庭料理をご紹介

新星マリン漁協　 

木村　貞子さん 

えび餃子 

 

【作り方】 

えびを包丁のみねで食感が残る程度に細かくし、にらはみじん

切りにする。 

切った食材と、塩・こしょう、片栗粉をよく混ぜる。 

皮に包む。 

油をひいたフライパンでこんがりと焼く。 

� 
 
� 
� 
� 

え
び
の
ぷ
り
ぷ
り
感
が
楽
し
め
る
一
品 

　
今
回
は
「
え
び
餃
子
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
餃
子
の
中
身
に
小
ぶ
り
の
な
ん
ば
ん
え

び
を
使
用
し
ま
す
が
、ぷ
り
ぷ
り
感
を
残
す
よ
う
に
細
か
す
ぎ
ず
た
た
く
の
が
コ
ツ
で

す
。
留
萌
特
産
の
な
ん
ば
ん
え
び
の
風
味
と
食
感
が
楽
し
め
る
一
品
で
す
。
 

【材料】（4人分） 
・なんばんえび（小）・・・30尾 

・にら・・・1/4束 

・塩・こしょう・・・少々 

・片栗粉・・・少々 

・餃子の皮（大）・・・12枚 

・餃子のたれ・・・適量 

なんばんえびで 
つくる 


